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ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査

11
年
７
～
９
月
期
の
業
況
実
績

10
～
12
月
期
の
業
況
見
通
し

震
災
か
ら
の
回
復
が
基
調
に

―
―
先
行
き
は
世
界
経
済
の
失
速
で
　

不
透
明
感
強
ま
る

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
・
解
析
部
で
実
施
し
て

い
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー

調
査
」（
Ｂ
Ｌ
Ｍ
調
査
）
は
、
企
業
と
業
界
団

体
に
対
し
て
四
半
期
ご
と
に
、
各
業
種
の
業

況
実
績
と
次
期
の
業
況
予
想
を
尋
ね
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
、
二
〇
一
一
年
第
３
四
半
期
（
七

～
九
月
期
）
と
第
４
四
半
期
（
一
〇
～
一
二

月
期
）
に
係
る
、
第
三
一
回
調
査
の
結
果
を

集
約
し
た
。

　

調
査
は
企
業
モ
ニ
タ
ー
八
六
社
と
業
界
団

体
四
八
組
織
を
対
象
に
、
一
一
月
一
日
～
二

二
日
に
か
け
て
実
施
。
企
業
五
三
社
（
有
効

回
答
率
六
一
・
六
％
）
と
業
界
団
体
四
〇
組

織
（
八
三
・
三
％
）
か
ら
得
ら
れ
た
回
答
を

集
計
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
第
３
四
半
期
の
実
績
は

前
期
・
第
２
四
半
期
に
続
き
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
回
復
基
調
が
続
き
、
さ
ら
に
明
る

さ
を
増
し
た
。
一
方
、
第
４
四
半
期
の
予
想

で
は
、
欧
州
危
機
等
で
世
界
経
済
が
失
速
す

る
な
か
、
円
高
の
定
着
や
タ
イ
洪
水
被
害
等

が
追
い
打
ち
と
な
り
、
業
績
の
先
行
き
不
透

明
感
が
強
ま
る
よ
う
す
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
る
。

　

本
調
査
の
業
況
判
断
は
、
企
業
と
業
界
団

体
の
モ
ニ
タ
ー
に
「
快
晴
」「
晴
れ
」「
う
す
曇

り
」「
本
曇
り
」「
雨
」
の
五
段
階
で
回
答
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
ら
を
数
値
化
し
、
企
業
の
回

答
平
均
と
業
界
団
体
の
回
答
を
さ
ら
に
平
均

化
し
て
、
各
業
種
の
最
終
的
な
判
断
結
果
を

算
出
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
第
３
四
半
期
の
業
況
実
績
に

つ
い
て
の
回
答
結
果
を
み
る
と
、「
快
晴
」
は

ゼ
ロ
、「
晴
れ
」が
六
業
種（
一
〇
・
五
％
）、「
う

す
曇
り
」
が
二
七
業
種
（
四
七
・
四
％
）、「
本

曇
り
」が
一
八
業
種（
三
一
・
六
％
）で
、「
雨
」

が
六
業
種
（
一
〇
・
五
％
）
と
な
っ
た
（
表
）。

前
回
調
査
・
第
２
四
半
期
の
実
績
と
比
べ
る

と
、「
晴
れ
」
が
一
・
一
㌽
増
、「
う
す
曇
り
」

が
三
・
六
㌽
増
で
、「
本
曇
り
」
は
二
・
八
㌽
、

「
雨
」
は
二
・
〇
㌽
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

す
な
わ
ち
、
全
体
で
は
今
期
の
業
況
業
績
は

前
期
よ
り
上
向
き
と
な
り
、
曇
り
が
ち
な
が

ら
も
明
る
さ
の
増
す
局
面
だ
っ
た
と
い
え
そ

う
だ
。

「
晴
れ
」
は
節
電
が
寄
与

　

業
種
の
内
訳
を
み
る
と
、「
晴
れ
」
と
回
答

し
た
の
は
【
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
】
や
【
外
食
】

【
化
粧
品
】【
通
信
】
な
ど
。
そ
う
判
断
し
た

理
由
に
つ
い
て
、【
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
】は「
震

災
に
よ
る
復
興
・
節
電
、
暑
さ
対
策
や
地
デ

ジ
化
に
伴
う
需
要
等
で
、
電
気
分
野
が
一

五
％
を
超
え
る
増
加
に
な
っ
た
」（
業
界
）
と

し
て
い
る
。
ま
た
、【
化
粧
品
】
も
「
猛
暑
が

続
く
な
か
、
節
電
で
室
温
が
高
か
っ
た
こ
と

等
か
ら
、
ク
ー
ル
感
を
出
す
サ
マ
ー
商
品
が

好
調
だ
っ
た
」
と
し
、
い
ず
れ
も
今
期
、
例

外
的
に
派
生
し
た
節
電
等
が
、
思
い
が
け
ず

業
績
に
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
た
点
を
指
摘
し
て

い
る
。
一
方
、【
通
信
】
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
主
力
の
携
帯
電
話
事
業
が
堅
調
」（
業

界
）
と
し
て
、
ヒ
ッ
ト
商
品
に
支
え
ら
れ
た

業
績
の
手
堅
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

震
災
回
復
等
で
「
う
す
曇
り
」
に

　
「
う
す
曇
り
」
と
回
答
し
た
業
種
は
、【
造

船
・
重
機
】
や
【
電
機
】【
鉄
鋼
】【
化
学
】【
工

作
機
械
】
の
ほ
か
、【
住
宅
】【
木
材
】【
道
路
貨

物
】【
遊
技
機
器
】
等
が
あ
る
。

　

判
断
理
由
を
み
る
と
、【
造
船
・
重
機
】
は

「
円
高
の
定
着
や
先
進
国
の
経
済
回
復
の
遅

れ
に
よ
る
影
響
は
あ
っ
た
が
、
新
興
国
向
け

で
カ
バ
ー
し
て
当
初
見
通
し
を
上
回
る
実
績

だ
っ
た
」
と
し
、【
電
機
】
は
「
一
部
事
業
で

前
年
同
期
に
比
べ
売
上
げ
減
少
と
な
っ
た
も

の
の
、
中
国
・
ア
ジ
ア
向
け
の
売
上
げ
拡
大

で
、
全
体
で
は
前
年
同
期
並
み
の
売
上
高
・

営
業
利
益
を
確
保
で
き
た
」
と
し
て
、
い
ず

れ
も
新
興
国
市
場
の
下
支
え
効
果
を
指
摘
し

て
い
る
。

　

一
方
、【
住
宅
】
は
「
震
災
以
降
、マ
ン
シ
ョ

ン
供
給
が
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
模
様
眺
め
で

減
少
し
て
き
た
が
、
再
び
販
売
戸
数
の
増
加

へ
と
攻
勢
に
転
じ
た
。
七
～
八
月
は
住
宅
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
や
フ
ラ
ッ
ト
三
五
の
優
遇
金
利

終
了
に
伴
う
駆
け
込
み
で
、
分
譲
住
宅
着
工

等
が
大
幅
に
増
加
し
た
」（
業
界
）
と
し
、【
木

材
】
も
「
震
災
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
国

産
合
板
需
要
が
堅
調
で
価
格
も
安
定
し
て
い

る
」（
業
界
）
と
し
て
、
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
よ
う
や
く
、
回
復
軌
道
に
乗
り
始
め
た
現

状
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、【
遊
技
機
器
】
も
「
震
災
後
、
身
近

で
手
頃
な
遊
び
場
と
し
て
既
存
店
が
前
年
対

比
を
上
回
る
売
り
上
げ
を
維
持
し
て
い
る
」

よ
う
だ
。

「
本
曇
り
」
は
原
料
値
上
げ
な
ど

　
「
本
曇
り
」と
回
答
し
た
業
種
に
は【
建
設
】

を
は
じ
め
、【
印
刷
】や【
紙
パ
ル
プ
】【
繊
維
】

【
食
品
】【
水
産
】【
事
務
処
理
サ
ー
ビ
ス
】
等

が
あ
る
。

　

判
断
理
由
を
み
る
と
、【
建
設
】
は
「
震
災

か
ら
の
復
旧
工
事
の
発
注
は
あ
る
も
の
の
、

予
定
さ
れ
て
い
た
案
件
の
中
止
・
延
期
も
あ

り
、
業
績
向
上
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

復
興
に
向
け
た
国
の
ス
タ
ン
ス
が
不
透
明
で
、

民
間
企
業
の
受
注
も
見
通
し
が
立
っ
て
い
な

い
」
と
し
、
さ
ら
に
「
ギ
リ
シ
ャ
問
題
に
端

を
発
す
る
世
界
景
気
の
後
退
不
安
や
、
韓
国

業
者
の
追
い
上
げ
等
に
よ
る
競
争
激
化
で
、

プ
ラ
ン
ト
の
受
注
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い

第
３
四
半
期
の
業
況
実
績
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る
」
と
し
て
い
る
。

　
【
印
刷
】
は
「
震
災
が
契
機
と
な
り
デ
ジ

タ
ル
化
の
流
れ
が
加
速
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
紙

媒
体
の
印
刷
が
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
デ

ジ
タ
ル
Ｔ
Ｖ
の
切
換
え
も
終
了
し
、
大
型
液

晶
パ
ネ
ル
の
生
産
が
右
肩
下
が
り
に
あ
る
。

震
災
復
興
需
要
で
食
品
・
飲
料
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
包
装
材
料
受
注
は
増
加
し
た
が
、
今
期

か
ら
は
苦
戦
し
始
め
て
い
る
」
と
し
、
さ
ら

に
「
イ
ン
キ
、
用
紙
等
の
資
材
価
格
が
値
上

が
っ
て
い
る
が
、
全
般
的
な
需
要
減
少
の
中

で
過
当
競
争
が
厳
し
く
、
製
品
価
格
へ
の
転

嫁
さ
え
儘
な
ら
な
い
」（
業
界
）
な
ど
と
し
て

い
る
。

　
【
繊
維
】
は
「
今
夏
は
節
電
ビ
ズ
で
、
ア

ン
ダ
ー
ウ
エ
ア
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
シ
ャ
ツ

類
が
好
調
だ
っ
た
が
、
原
綿
・
原
油
・
原
材

料
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、
利
益
率
が
低
下

し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、【
水
産
】

で
も
「
復
興
に
向
け
食
べ
て
応
援
し
よ
う
と

声
高
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
景
気
悪
化
に
打

ち
勝
つ
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
消
費
は

依
然
と
し
て
低
迷
し
て
い
る
う
え
、
燃
油
高

が
追
い
打
ち
を
掛
け
て
い
る
」（
業
界
）
と
い

う
。

　

一
方
、【
事
務
処
理
サ
ー
ビ
ス
】
は
「
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
対
前
年
同
期
で
減
少

が
続
い
て
い
る
。
最
大
シ
ェ
ア
の
機
器
操
作

関
係
（
五
号
）
は
、
二
〇
〇
八
年
同
期
の
約

四
割
ま
で
減
少
し
た
。
景
気
動
向
も
あ
る
が
、

派
遣
法
改
正
案
が
三
年
に
渡
り
棚
ざ
ら
し
状

態
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
専
門
二
六
業
務
に

関
す
る
疑
義
応
答
集
が
発
せ
ら
れ
、
派
遣
の

使
用
を
た
め
ら
う
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。

「
雨
」
は
業
界
特
有
の
問
題
も

　
「
雨
」と
判
断
し
た
業
種
に
は
、【
自
動
車
】

の
ほ
か
【
セ
メ
ン
ト
】【
専
修
学
校
等
】
等
が

あ
る
。

　

判
断
理
由
と
し
て
【
セ
メ
ン
ト
】
は
、「
国

内
需
要
は
前
年
同
期
比
で
二
・
四
半
期
連
続

の
増
加
と
な
っ
た
。
主
に
首
都
圏
と
そ
の
周

辺
の
再
開
発
や
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
民

間
需
要
が
寄
与
し
た
。
被
災
地
の
緊
急
・
復

旧
工
事
も
徐
々
に
動
き
始
め
た
。
た
だ
、
夏

季
に
電
力
制
限
が
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
従
前

よ
り
原
料
の
一
部
に
利
用
し
て
き
た
下
水
汚

泥
の
中
に
、
放
射
性
物
質
を
含
む
も
の
が
現

れ
て
取
り
扱
い
に
苦
慮
し
て
い
る
」
と
す
る
。

　

ま
た
、【
専
修
学
校
等
】
は
「
高
等
専
修
学

校
の
生
徒
は
文
部
科
学
省
『
高
等
学
校
等
就

学
支
援
金
制
度
』（
無
償
化
）
や
、
一
部
道
府

県
の
『
私
立
学
校
等
授
業
料
軽
減
補
助
金
制

度
』
の
対
象
と
な
り
、
中
途
退
学
者
の
減
少

や
入
学
者
の
増
加
等
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

だ
が
、
専
修
学
校
在
籍
者
の
九
割
を
占
め
る

専
門
学
校
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
家

庭
が
多
い
に
も
係
わ
ら
ず
、
日
本
学
生
支
援

機
構
の
奨
学
金
な
ど
貸
与
型
財
政
支
援
が
中

心
の
た
め
、
未
だ
延
滞
者
等
が
多
く
学
校
運

営
に
支
障
を
来
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

第
４
四
半
期
の
業
況
見
通
し

　

こ
う
し
た
結
果
に
対
し
て
、
二
〇
一
一
年

第
４
四
半
期
の
業
況
予
想
に
つ
い
て
の
回
答

結
果
を
み
る
と
、「
快
晴
」
は
ゼ
ロ
、「
晴
れ
」

は
四
業
種
（
七
・
〇
％
）、「
う
す
曇
り
」
は

二
八
業
種
（
四
九
・
一
％
）、「
本
曇
り
」
は

二
〇
業
種
（
三
五
・
一
％
）
で
、「
雨
」
が
五

業
種
（
八
・
八
％
）
と
な
っ
た
。
第
３
四
半

期
の
業
況
実
績
と
比
較
す
る
と
、
全
体
で
は

「
晴
れ
」
が
三
・
五
㌽
減
、「
雨
」
が
一
・
七

㌽
減
と
な
り
、「
う
す
曇
り
」は
一
・
七
㌽
、「
本

曇
り
」
は
三
・
五
㌽
と
と
も
に
増
加
し
、
両

表　第３１回BLM調査結果　業況実績および業況予想の概要

【前回】第３０回BLM調査結果（回答数101） 【今回】第３１回BLM調査結果（回答数９３）

２０１１年第２四半期（４～６月）の業況実績 ２０１１年第３四半期（７～９月）の業況実績 ２０１１年第４四半期（１０～１２月）の業況予想

業況判断 業種名 業種数 ％ 業種名 業種数 ％ 業種名 業種数 ％

快晴 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

晴れ
商社、ホームセンター、コン
ビニ、電機、化粧品、通信

6 9.4 
商社、ホームセンター、外食
化粧品、通信、自動車販売

6 10.5 
外食、化粧品、通信、コンビ
ニ

4 7.0 

うす曇り

一般機械、造船・重機、鉄鋼、
玩具等販売、金型、電線、ゴ
ム、化学、医薬品、工作機械、
遊技機器、住宅、化繊、金属
製品、硝子、非鉄金属、木材、
外食、陶業、製缶、ネットビ
ジネス、事務処理サービス、
事業所給食、シルバー産業、
アパレル、中小企業団体、そ
の他、警備

28 43.8 

一般機械、造船・重機、鉄鋼、
玩具等販売、電線、ゴム、化
学、医薬品、工作機械、遊技
機器、住宅、化繊、木材、陶
業、製缶、ネットビジネス、
シルバー産業、アパレル、中
小企業団体、警備、鉄道、石
油卸、コンビニ、電機、遊園
地、道路貨物、職業紹介

27 47.4 

商社、ホームセンター、自動
車販売、一般機械、造船・重
機、玩具等販売、電線、ゴム、
化学、医薬品、工作機械、遊
技機器、住宅、化繊、木材、
製缶、シルバー産業、アパレ
ル、警備、鉄道、ネットビジ
ネス、石油卸、電機、遊園地、
職業紹介、情報サービス、ホ
テル、コンピュータ

28 49.1 

本曇り

印刷、出版、パン・菓子、百
貨店、自動車販売、石膏、紙
パルプ、遊園地、鉄道、職業
紹介、不動産、建設、繊維、
コンピュータ、情報サービス、
石油精製、食品、道路貨物、
港湾運輸、水産、ガス、葬祭

22 34.4 

印刷、出版、パン・菓子、百
貨店、石膏、紙パルプ、建設、
繊維、情報サービス、石油精
製、食品、港湾運輸、水産、
葬祭、非鉄金属、事務処理サ
ービス、ホテル、旅行

18 31.6 

中小企業団体、陶業、鉄鋼、
道路貨物、印刷、出版、パ
ン・菓子、百貨店、石膏、紙
パルプ、建設、繊維、石油精
製、食品、港湾運輸、水産、
葬祭、非鉄金属、事務処理サ
ービス、旅行

20 35.1 

雨
セメント、自動車、ホテル、
電力、専修学校等、旅行、電
器小売、ゴルフ

8 12.5 
セメント、自動車、電力、専
修学校等、電器小売、コンピ
ュータ

6 10.5 
セメント、自動車、電力、専
修学校等、電器小売 5 8.8 

計 64 100.0 57 100.0 57 100.0 
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極
予
想
が
減
少
す
る
一

方
、
曇
り
予
想
が
厚
く

な
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、

「
晴
れ
」
予
想
は
、【
外

食
】【
化
粧
品
】【
通
信
】

に
加
え
て【
コ
ン
ビ
ニ
】

が
あ
る
。
判
断
理
由
と

し
て【
化
粧
品
】は
、「
高

額
品
の
売
上
げ
が
伸
び

て
お
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

商
戦
で
の
拡
販
が
期
待

で
き
る
」
と
し
て
、
第

４
四
半
期
と
い
う
季
節

要
因
を
挙
げ
て
い
る
。

「
う
す
曇
り
」
は

円
高
や
タ
イ
の
洪

水
被
害
に
憂
慮

　
「
う
す
曇
り
」
予
想

の
業
種
に
は
、【
電
機
】

や
【
電
線
】【
化
繊
】【
ゴ

ム
】【
鉄
道
】【
ア
パ
レ

ル
】【
シ
ル
バ
ー
産
業
】

等
が
あ
る
。

　

判
断
理
由
を
み
る
と
、

【
電
機
】
は
「
円
高
、

欧
州
の
ソ
ブ
リ
ン
危
機
、

タ
イ
の
洪
水
な
ど
市
場

環
境
が
厳
し
く
、
売
上

げ
見
込
み
・
予
算
と
も

達
成
が
非
常
に
困
難
な

状
況
に
あ
る
」
と
し
て

い
る
ほ
か
、「
Ｔ
Ｖ
事
業

の
競
争
激
化
と
販
売
価

格
の
低
下
、
円
高
、
タ

イ
の
洪
水
に
よ
る
生
産

停
止
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
、
欧

州
発
の
経
済
危
機
に
、
円
高
と
タ
イ
の
洪
水

被
害
が
追
い
打
ち
を
掛
け
る
窮
状
を
挙
げ
て

い
る
。

　

同
じ
く
【
電
線
】
も
「
自
動
車
関
連
を
中

心
に
生
産
が
上
向
き
始
め
て
い
た
国
内
市
場

で
も
、
タ
イ
の
洪
水
被
害
の
長
期
化
に
よ
り
、

一
部
で
生
産
停
止
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

混
乱
等
が
発
生
し
て
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
急
速
な
円
高
の
進
行

で
、
内
需
・
輸
出
環
境
と
も
厳
し
い
状
況
。

欧
州
の
金
融
問
題
が
深
刻
化
し
、
中
国
な
ど

新
興
国
で
も
欧
米
向
け
の
輸
出
が
停
滞
し
て

い
る
」
と
す
る
。

　

続
い
て
【
化
繊
】
も
「
震
災
に
よ
る
自
動

車
生
産
の
減
少
か
ら
回
復
基
調
と
な
り
、
景

況
も
前
年
並
み
に
持
ち
直
し
て
い
た
も
の
の
、

タ
イ
の
洪
水
被
害
で
国
内
自
動
車
生
産
へ
の

影
響
が
計
り
知
れ
な
い
。
一
部
化
繊
メ
ー

カ
ー
の
現
地
工
場
も
冠
水
し
、
現
在
は
在
庫

及
び
国
内
他
工
場
で
対
応
し
て
い
る
な
か
、

円
高
に
よ
り
海
外
顧
客
か
ら
の
値
下
げ
要
求

が
出
始
め
て
お
り
、
今
後
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
」（
業
界
）
と
し
、
同
じ
く
【
ゴ
ム
】
で

も
「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
需
要
回
復
が
出
て

き
て
い
る
が
、
円
高
の
定
着
に
加
え
、
タ
イ

の
水
害
等
の
影
響
で
、
先
行
き
不
透
明
感
が

増
し
て
い
る
」
と
す
る
。

　

一
方
、【
鉄
道
】
は
「
震
災
発
生
後
、
冷
え

込
み
が
増
し
た
個
人
消
費
に
一
部
持
ち
直
し

の
兆
し
が
あ
っ
た
も
の
の
、
震
災
復
興
・
財

政
健
全
化
を
目
的
と
す
る
増
税
問
題
や
、
欧

米
に
端
を
発
し
た
金
融
不
安
に
伴
う
長
引
く

円
高
・
株
価
乱
高
下
等
の
悪
材
料
に
よ
り
、

本
格
的
な
回
復
に
は
ほ
ど
遠
い
。
節
電
要
請

で
事
業
の
一
部
を
引
き
続
き
縮
小
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
も
重
な
り
、
鉄
道
・
不
動
産
、

リ
テ
ー
ル
事
業
と
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

直
面
し
て
い
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
今
後
、

冬
期
に
お
け
る
節
電
要
請
や
電
力
供
給
量
に

不
安
が
あ
る
」
な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、【
ア
パ
レ
ル
】
は
「
気
温
が
高
い
ま

ま
推
移
し
、
震
災
復
興
に
向
け
た
増
税
論
議

の
噴
出
、
欧
州
危
機
問
題
、
タ
イ
の
大
洪
水

に
伴
う
各
種
製
造
業
の
操
業
停
止
な
ど
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
消
費
喚
起
に
つ
な
が
る
明

る
い
話
題
が
ま
っ
た
く
な
い
」
と
す
る
。

　
【
シ
ル
バ
ー
産
業
】
は
「
介
護
・
診
療
報

酬
の
同
時
改
訂
の
節
目
年
に
相
当
す
る
が
、

震
災
の
復
興
関
係
予
算
や
介
護
職
員
処
遇
改

善
交
付
金
の
取
扱
い
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴

う
自
然
増
な
ど
、
財
政
捻
出
が
極
め
て
厳
し

い
状
況
の
中
で
審
議
が
続
い
て
お
り
、
収
入

ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
な
い
」
と
す
る
。

「
本
曇
り
」
要
因
は
業
界
毎
に
多
様

　
「
本
曇
り
」
予
想
の
業
種
に
は
、【
非
鉄
金

属
】
や
【
陶
業
】【
石
膏
】【
港
湾
運
輸
】【
道
路

貨
物
】【
旅
行
】【
百
貨
店
】
等
が
あ
る
。

　

判
断
理
由
を
み
る
と
、【
非
鉄
金
属
】は「
半

導
体
関
連
の
材
料
事
業
が
、
液
晶
Ｔ
Ｖ
の
落

ち
込
み
等
で
厳
し
い
状
況
に
な
る
見
通
し
」

で
、【
陶
業
】
は
「
タ
イ
の
水
害
や
製
品
事
故

な
ど
、
悪
影
響
の
度
合
い
を
読
み
切
れ
な
い

不
透
明
要
素
が
あ
る
」
と
す
る
。【
石
膏
】

は
「
住
宅
着
工
先
送
り
案
件
の
再
開
、
住
宅

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
再
開
か
ら
需
要
増
見
込
み

も
、
景
気
の
先
行
き
が
依
然
と
し
て
不
透
明

で
あ
る
」
と
す
る
。

　

一
方
、【
港
湾
運
輸
】は「
被
災
港
も
部
分
・

暫
定
的
だ
が
徐
々
に
復
旧
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

港
湾
に
面
す
る
各
メ
ー
カ
ー
の
被
災
工
場
等

も
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
再
開
さ
れ
、
や

や
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
。
だ
が
、
異

常
な
円
高
の
継
続
や
タ
イ
の
水
害
等
で
国
内

生
産
は
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
輸
出
に
深
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刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
始
め
て
い
る
」（
業

界
）
と
し
、【
道
路
貨
物
】
は
「
震
災
か
ら
の

回
復
は
見
ら
れ
る
も
、
国
際
貨
物
の
輸
送
需

要
が
減
少
に
転
じ
、
国
内
貨
物
も
厳
し
い
状

況
で
推
移
し
て
い
る
。
燃
油
単
価
の
上
昇
も

収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
」（
業
界
）
と
す
る
。

　

ま
た
、【
旅
行
】
で
は
「
円
高
は
個
人
旅
行

に
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
て
い
る
が
、
企
業
・
法

人
の
出
張
・
旅
行
需
要
は
輸
出
関
連
企
業
を

中
心
に
低
迷
し
て
い
る
。
さ
ら
に
福
島
原
発

事
故
に
伴
い
、
欧
米
を
中
心
と
し
た
外
国
人

の
訪
日
旅
行
の
回
復
が
見
込
め
な
い
」
と
し
、

　
【
百
貨
店
】
は
「
東
北
地
方
で
未
だ
震
災

復
興
需
要
が
続
い
て
い
る
。
御
歳
暮
商
戦
が

あ
る
こ
と
、
外
国
人
観
光
客
も
戻
り
つ
つ
あ

る
こ
と
等
か
ら
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
は
な
ら

な
い
見
通
し
だ
が
、
気
温
が
高
く
冬
物
衣
料

が
不
振
」（
業
界
）
な
ど
と
し
て
い
る
。

自
動
車
等
は
円
高
で
引
き
続
き
【
雨
】

　
「
雨
」
と
予
想
し
た
業
種
に
は
【
自
動
車
】

等
が
あ
る
。
判
断
理
由
を
み
る
と
、「
生
産
レ

ベ
ル
は
震
災
前
の
水
準
ま
で
戻
り
、
下
期
は

増
産
も
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
タ
イ
の
洪
水

被
害
に
よ
る
部
品
調
達
難
で
、
国
内
生
産
を

調
整
す
る
場
面
も
出
て
い
る
。
ま
た
、
円
高

の
進
行
で
輸
出
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
」（
業
界
）
な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
。

第
３
→
４
期
は
横
ば
い
～
や
や
下
降

　

第
３
期
の
業
況
実
績
と
第
４
期
の
業
況
予

想
を
比
較
す
る
と
、も
っ
と
も
多
い
の
は「
横

ば
い
」
で
四
六
業
種
（
八
〇
・
七
％
）
に
の

ぼ
る
。
一
方
、「
上
昇
」予
想
は
四
業
種（
七
・

〇
％
）
で
、「
下
降
」
予
想
が
七
業
種
（
一
二
・

三
％
）
総
じ
て
今
期
か
ら
次
期
に
か
け
て
は
、

横
ば
い
か
ら
や
や
下
降
す
る
局
面
に
な
り
そ

う
だ
。

　
「
上
昇
」
予
想
の
業
種
に
は
、【
ホ
テ
ル
】

や
【
コ
ン
ビ
ニ
】
等
が
あ
る
。

　

判
断
理
由
を
み
る
と
、【
ホ
テ
ル
】で
は「
震

災
で
順
延
さ
れ
た
一
般
宴
会
や
ブ
ラ
イ
ダ
ル

等
が
開
催
さ
れ
、
需
要
が
回
復
し
て
き
て
い

る
」。【
コ
ン
ビ
ニ
】
で
も
「
夏
場
は
天
候
不

順
や
イ
ベ
ン
ト
（
花
火
、
祭
り
等
）
の
自
粛
、

放
射
能
汚
染
問
題
、
大
型
台
風
の
上
陸
等
の

影
響
で
売
上
げ
が
前
年
を
下
回
っ
た
が
、
冬

に
か
け
て
は
中
食
化
や
、
タ
バ
コ
増
税
の
反

動
に
よ
り
売
上
げ
が
好
調
。
外
食
で
も
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
堅
調
で
、
年
末
に
か

け
居
酒
屋
業
態
で
の
宴
会
需
要
の
回
復
が
期

待
で
き
る
」（
業
界
）
と
い
う
。

　

一
方
、「
下
降
」予
想
の
業
種
に
は【
商
社
】

や
【
鉄
鋼
】
等
が
あ
る
。

　

判
断
理
由
で
【
商
社
】
は
、「
欧
州
財
政
問

題
の
惹
起
、
米
国
経
済
の
回
復
力
の
弱
さ
、

中
国
経
済
の
減
速
等
に
よ
り
、
商
品
相
場
を

は
じ
め
世
界
経
済
の
先
速
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
、
各
社
の
収
益

を
押
し
上
げ
て
き
た
石
炭
や
鉄
鉱
石
等
の
資

源
価
格
が
下
落
し
始
め
た
。
タ
イ
洪
水
の
影

響
も
、
関
係
事
業
へ
の
影
響
が
避
け
ら
れ
な

い
。
為
替
の
動
向
は
各
社
経
営
ト
ッ
プ
に
共

通
し
て
円
高
基
調
が
継
続
す
る
と
の
見
方
。

経
営
・
投
資
環
境
の
変
化
に
ど
う
対
応
し
て

い
く
か
が
課
題
」（
業
界
）
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、【
鉄
鋼
】
で
も
「
震
災
の
影
響
に
よ

る
落
ち
込
み
か
ら
ほ
ぼ
回
復
し
た
が
、
ア
ジ

ア
経
済
の
減
速
、
欧
米
諸
国
を
中
心
と
し
た

金
融
不
安
、
円
高
を
契
機
と
し
た
産
業
空
洞

化
懸
念
と
そ
れ
に
伴
う
鋼
材
需
要
の
海
外
流

出
な
ど
、
日
本
の
鉄
鋼
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
」（
業
界
）
と
い
う
。

（
調
査
・
解
析
部
　
渡
辺
木
綿
子
）


